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みずほ証券は2022年に楽天証券へ出資した

みずほ、楽天証券と24年春に新会社 ネット顧客取り込み－【イブニングスクープ】

 みずほ証券は楽天証券と⾦融仲介の新会社をつくり、２０２
４年春にサービスを始める。楽天証券のネット取引を利⽤する
顧客に対し、営業担当者が対⾯で資産運⽤に関する相談に応じ
る。みずほフィナンシャルグループの幅広い商品やサービスを
楽天証券の顧客に紹介し、顧客の拡⼤を⽬指す。

 新会社は楽天証券の顧客のうち、退職⾦の運⽤や相続など複
雑な悩みに関して、対⾯で相談したい⼈を対象とする。顧客は
楽天証券の⼝座を使い続けるが、必要に応じてみずほ証券でも
⼝座を開設する。みずほ銀⾏やみずほ信託銀⾏など、グループ
の商品やサービスも紹介する。

 楽天証券は⼿数料の低さやネットの利便性を武器に、若年層
を取り込んできた。楽天証券の⼝座数は９００万超。⼤部分が若年層だが、６０歳代以上も１割強にのぼる。みずほ
証券と組むことで、⽼後や相続を含めた⻑期の資産運⽤ニーズに応えられるようにし、顧客の囲い込みを狙う。

 みずほ証券は２０２２年、楽天証券に約２割出資した。富裕層への対⾯営業に軸⾜を置くみずほ証券にとって、楽
天証券の顧客基盤を取り込むのが狙い。

【関連記事】みずほ、楽天証券に2割出資へ ネットが⾦融の主戦場に
 ⽉内にも新会社を設⽴し、みずほ証券が９５％、楽天証券が５％出資する。⾦融商品仲介業への登録などを経て、
２４年春の営業開始をめざす。社名は今後詰める。営業担当者は主にみずほ証券から出向させる。

ネット証券を巡っては９⽉末以降、最⼤⼿のＳＢＩ証券が⽇本株の売買⼿数料をゼロにし、楽天証券も追随するな
ど、競争が厳しくなっている。４⽇午後にはＮＴＴドコモとマネックスグループが資本提携を発表した。今後、対⾯
証券や異業種との連携や業界再編が⼀段と進む可能性がある。

【関連記事】
・みずほ銀⾏、楽天証券の⼝座開設を仲介 年内にも
・SBI証券と楽天証券、⽇本株の売買⼿数料ゼロに 9⽉以降
・証券⼿数料「ゼロ時代」に 最⼤⼿SBIが仕掛けた消耗戦
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